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発作性上室頻拍にお ける洞房 ･ 房重機能と

そ れ に対する P r O p r a n Ol ol の 影響

金沢大学医学部内科学第1 講座 (指導: 服部 信教授 ･ 杉本恒明助教授)

5 爵

長 田

発作性上室頻拍 (p a r o x y s m al s u p r a v e n t ric ul a r

t a c h y c a r d ia , P S V T ) の 機序と して 異所性中枢 に よ る

も の と r e e n t r y に よる もの とが あ り
,
後者に は洞結

節性, 房室結節性 さ ら に は心 房 内 r e e n t r y の ある こ と

が知 られ て い る
l ト
㌔ こ の 場合こ と に r e e n t r y を機

序とす る もの の 場合 r e e n t r y を生 じ易く す るよ う な

機能の 異常が洞あ る い は房 室結節内に 存在す る可能性

が ある ｡ ま た本症 の 治療ある い は予 防に p r o p r a n ol ol

が広 く 用 い られ 効果が え られ て い る が
,
そ の 作用機序

は い ま だ に 明 確で は な い = りIUもそ こ で著者ら は P S V T

を有す る症例, W P W 症候群な らび に 対照例 に つ い て

洞房 ･ 房室機能を p r o p r a n o l ol 投与の前後 に お い て 検

討し
, 第

一

に P S V T の 機序を個々 の 例に つ い て知り
,

第二 に P S V T をお こ り易くす る原 因の 有無 を知 り
,

第三 に p r o p r a n ol ol の 薬哩作用 を知 ると とも に
, その

薬理 作用 を3 群間で比 較す る こ と に よ り P S V T 例に

お け る電気生理学的性質の 特異性 を知る こ と を試み た
｡

こ と に 第 一 の 点 は本症の 外科的治療が広く行なわ れ て

き たよ う に な っ た 今日, その 適応 を決定す る上 に 不可

欠と思わ れ るも の で ある 】1)
｡

Ⅰ 対 象 と 方 法

P S V T を呈 し た こ とが あ る症例 (以 下 P S V T 群と

略す) 5 ‡礼 P S V T を有す る W P W 症候群症例 (以

下W P W 群と 略す) 5 例
,
対照群1 1例 , 計21 例 を対象

と した ( 表1 ) ｡ W P W 群の 5 例は A 型 4 例
,
B 型 1 例

であ り, 3 例は検査時に は正 常伝導 を示 し てい た｡ 対

照群 は不整脈 の 既往 の な い 軽症心疾患な い し正常例で ,

その う ちわ け は弁膜疾患2 例, 先天 性心疾患2 例, 心

筋疾患 2 例
,
心 包疾患 1 例, その 他4 例で あ る｡

検査に 際し て は 2 本の 双極カ テ ー テ ル 電極を右心房

内に 挿入 し
,
1 つ を心 房 ･ H is 東電位記録凧 他方を

心房刺激用 と した｡ 心 房刺激に は毎分80- 1 8 0 の 頻数

清 明

刺激法と 5 - 6 心拍執 こ心 周 期の 特定の 時点に 単
一

刺

激 を加 える心 房早期刺激法と を試み た｡ 前者の ため に

はデ マ ン ド型 ペ ー ス メ ー カ ー ( D e v i c e s T y p e E 2 9 91)

を用 い た ｡ 後者の た めに は オ ッ シ ロ ス コ ー プ ( 日本光

電製V C M 7 ) に 心電図の Q RS 波に trig g e r し て そ

の 5 叫6 拍 を 掃引 さ せ ,
こ れ に 電子 管刺激装置 ( 日

本光電製 M S E - 3 ) の 遅延 回路を t ri g g e r させ て作

働させ る方法 を用 い た｡ 単 一 パ ル ス 刺激は2 m s e c 幅
,

6 - 8 v olt の 矩形波 を用 い た ｡ 心 房 ･ H is 束電位 は体

表心電図 と と も に デ ー タ ー レ コ ー

ダ
ー ( 日本光電製

S D R 鵬813) に 記録 し, こ れ をペ ン書き オ ッ シ ロ グラ

フ (三 栄測機製 Bi o p h y si o g r a p h) で 再生した｡ 再生

時に テ ー プ速度 を遅く す る こ と に よ り時定数 3 m s e c

で記録 した心内電位 をペ ン 書きオ ッ シ ロ グラ フ に 十分

鮮明に 再生す る こ とが でき た
｡

洞機能と し て は洞自動性評価の た めに は心房オ ー バ

ー ドライ ブ試験 を行 い , 洞房伝導性 と しては S t r a u s s

ら
Ⅰ2) に な ら い 洞房伝導時間を測定し た｡ 房室伝導系に

つ い て は房室伝導時間を H i s 東電位記録に お け るA H

時間であ らわ し, 機能的不応期, 房室ブ ロ ッ ク を生 じ

る直前の 心房刺激頻度さ らに P S V T が誘発され た症

例 に つ い て は e c b o z o n e を測定 した
｡
JL ､房の オ ー バ ー

ド ライ ブ試験 の 成績 はさま ざ まな頻度で心房頻数刺激

を15 秒間行い 中止 した直後の 洞停止時間(S in u s r e c o ･

V e r y ti m e , S R T ) を測定し
,
そ の 最大値 ( m a x i m u m

S R T ) を基本洞周 期 (b a si c c y c l e l e n gth , B C L ) と

の 比 で 示 し た13)
｡
洞 房伝導時間( Si n o a tri a l c o n d u c ti o n

ti m e
,
S A C T ) は 洞性 心 房 波 ( A ) と心 房早期刺激に

よ る異所性心 房 波 ( A ) との 間隔 A A
一

を短縮させ な が

ら A
'

と それ に 続く 洞性心房波A との 間隔A
'

A を観察

しA
'

A が延長 しなく な っ たと き の A A と 洞周期 A A と

の 差 の % と した ( 図1 ) ｡ A A の 短縮に 伴なう H is 東電

位 H H
'

時間の 短縮の 様相に よ り房 室伝導様式を検討し.

S A a n d A V f u n c ti o n i n p a r o x y s m al s up r a v e nt ric ul a r t a c h y c a r di a a n d t h e eff e ct s of

p r o p r a n ol ol o n
.
it ･ S ei m ei O s a d a ･ T h e F i r s t D e p a rt m e nt of I n t e r n al M e dici n e .( D ir e c t o r :

P r of . N . H a t t o ri, a nd A s s o c . P r of . T . S u gi m ot o .) , S c h o ol of M e di ci n e , K a n a z a w a

U niv e r sit y .
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表 1 洞房 ･ 房室機能に 対す る p r o p r a n ol ol の効果
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図1 洞窟伝導時間㈱お よび 房宴伝導路の不応期㈲

の決定方法 説明 は本文｡

こ の 際の H 汁 時間の 最小値 を房室伝導路の機能的不

応期 ( a t ri o v e n t ri c ul a r f un C ti o n a l r ef r a c t o r y p e r
･

i o d
,
A V F R P ) と した ｡ 心房頻数刺激の 頻度を毎分10

づ つ ま して い き房室 ブロ ッ ク を生じ る直前の 心房刺激

頻度 をm a x i m u m v e n t ri c u l a r f o ll o w i n g r a t e ( M V F R)

と した
｡
P S V T の e c h o z o n e は P S V T が誘発され

た と きの A A
'

の最大値 と最小値 で示 した｡

P r o p r a n ol ol は 0 . 1 m g/ k g を5 分間で 静注 し, 5

分後か ら上記検査を く り返 した｡

ⅠⅠ 成 績

1 P S V T の機序の検討

PS V T 群に お い て は 5 例中3 例で P S V T が 心房刺

激 に よ り誘発で き ,
か つ 停止できた

｡
P S V T が20 拍以

上 続い た もの を持続性( S u S t ain e d) ,
そ れ以 下の もの を

一 過性( tr a n si e n t) と して検討 した (表2 ) ｡ P S V T の

誘発に 際し て 3 例 中2 例はA H 時間 ( C riti c al A H )

の延長 を前提と した｡ 他の 1 例 (症例13) は A Ii 時

間の 延長 を前捷と せず P S V T 中の 心房 周期 は房室伝

導時間と関係せずかつ P 波の変形を み な か っ た ｡

W P W 群で は全例心房刺激 に よ り P S V T を誘発で

きた
｡ 検査 中 W f

, W 型心 電図 を 示 して い た 2 例 で

は正 常伝導化 した の ち に P S V T をみ た ｡ P S V T 中

儲
腰

儲
農
儲

惑
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表2 P S V T 症例に お ける p r o p r a n ol ol の 効果

f
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図2 D u al p a th w a y を示 す P S V T 例

A A
'

が 4 1 6 m s e c の 時に H H
'

は 4 3 1 m s e c で あ

っ た がA A
`

を 3 4 0 m s e c と短縮す る と H H
J

は57 6

m s e c と 延長 し P S V T が 誘発 され た ｡

に 心 室群 は全例正常伝導 を示 し逆行伝導時間は短 か か

っ た
｡

以 上 よ り P S V T 群の 症 例13 は洞結節性 r e e n t r y

( 本症例 に つ い ては 別に 報告 した)
3 )

, 他の 2 例 は房 室

結節性 r e e n t r y , W P W 群の 5 例 は正常伝導路を下

行 し副伝導路を逆行す る r e e n tr y と考 えた
｡

2
. 洞房 ･ 房室機能の 3 群間に お け る比較

表1 の 如く対照群, P S V T 群 , W P W 群の 3 群の

それ ぞ れ に お い て洞周期 は平均775 ±1 3 7
,
8 18 ±1 0 5

,

7 1 8 ±1 7 3 m s e c であ り
,
オ

ー バ ー

ド ライ ブ試験 に お け

る m a x ir n u m S R T / B C L 比 は それ ぞれ 平均141 土1 5
,

1 3 5 士 8
,
1 50 ±1 7 % であり3群間で差はなか っ た ｡ 洞房伝導

様式に つ い ては全別に おい てA Å の短縮に伴ないA:A / A A は
一

定値をとるに 至り, したがっ ていわゆる1 度の 洞房 ブロ

ッ ク を示 す例 は なく, S A C T は 3 群で それ ぞれ90 ±26
,

9 9 士2 7
,
10 5 ±3 2 m s e c であ り , A H 時間は10 0 ±1 7

,

8 2 土1 1
,
1 0 9 士2 4 m s e c で あ り3 群間で 差 はな か っ た ｡

房宴伝導機能 に 関して は P S V T 群の 1 例 (症例15)

で は 図2
,
3 に 示 す よう に A A

･

が 3 4 0 m s e c に 至 るまで

H H
-

が漸次短縮 しか つ 一 定の 値と な り, A A が 34 0

m s e c 以 下に なる とH H
'

は非運統的に大きく延長 し

P S V T の 誘発を 争た｡ 本例 はい わゆ る d u al p a th w a y

を示 すも の で あ り
, 房室伝導は は じめ f a s t p ath w a y

を通り その 不応期に 及 ぶ に 至 っ て Sl o w p a th w a y を

通る もの と解釈さ れ た
｡
A V F R P は3 群 に お い て それ

ぞれ420 ±4 2
,
3 8 8 土2 3 , 3 6 8 士9 6 m s e c で あり

,
M V F R

に つ い て も 同様に 3 群間で差はみ られ な か っ た ｡

3
.

P r o p r a n o l o l に よる 洞房 ･ 房室機能の 変化の 3

群間で の 比 較

洞周期は p r o p r a n ol o l 注後全例 で 延長し
,
対照群 で

は775 土13 7 か ら89 0 ±1 32 m s e c に 延長した｡ オ ー バ ー

ドライ ブ試験 に お ける S R T は全例で延長し たが 洞周

期と の 比 m a x .S R T / B C L と して は変化は なか っ た (

表1 )｡ S A C T は延 長し対照群で平均17 ±1 0 m s e t L 延

長し ( P < 0 . 0 01)
,
他の 2 群 でも同様で あ っ た ｡ p r O ･

p r a n ol ol 注後洞房ブ ロ ッ ク を みた例は なく
,
S A C T /

B C L 比 で みた 場合 は 一 定の 傾向はな か っ た ｡

A H 時間は延長 し対照群で は平均7 士 9 m s e c の延

長をみ た ( P < 0 . 0 ･5) ｡ 他の 2･ 群でも 同様で あっ た ｡ H V
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図3 D u a l p a th w a y を示 す P S V T 例 の 房室伝導

曲線の p r o p r a n ol ol 投与後0 } 変化

A 投与前, B 投与後 ,
C L 洞周 期

馳 腑

8 ｡㌣
12 鵬

汀 駈

図4 壌能的不応期 ( A V F R P ) お よび 洞周期( B C L)

の p r o p r a n ol ol 投与後の変化

○ 対照例, □ P S V T 軋 △ W P W 例
白印は投与前, 黒印は投与後

図中太い 実線と細い 実線は以前 に作成 した対照例

に お け る A V F R P と B C L の関係式と その標準

偏差を示 す ｡

図5 A A V F R P の p r o p r a n ol ol 投与後の変化

○ 投与前, ● 投与後

平均値お よ び標準偏差も あわ せ て 示 す

時間は全例 に おい て不変 で あ っ た ｡ A V F R P は延長 し

対照群で平均51 ±36 m s e C 延長 した ( P < 0 . 0 0 1)｡

A V F R P の変化 を洞周期の 変化で補正 す るた め に 著者

らが以 前 に 不整脈 の既往が なく房重機能が正 常と患わ

れ た20 例 に つ き作成 した洞周期と A V F R P との 関係

式 ( y = 0 .
1 86 Ⅹ 十27 3) を 用い て 検討 して みた ｡ 図4

中の 実線 は こ れ ら の正 常例 に つ い て え られ た回 帰直線

を示 す｡ P r o p r a n ol ol 注後 の 洞周期 の変化に 対す る

A V F R P の 延長 は こ の 回帰直線の勾配よ り も大き か っ

た ｡ 実測値 と こ の 回帰直線 との へ だた りを △ A V F R P

とす ると こ の値 は + 3 土3 5 か ら十34 ±53 m S e C と増大

し, そ の菱 は31 土27 m s e c で あっ た ( P < 0 . 0 0 5) ｡ 他

の 2 群で も △ A V F R P は同様 に増大 し, 変化 は3 群間

で差 はな か っ た ( 図5 )｡ P r o p r a n ol ol 注後新た に d u al

p a th w a y が 出現 した も の はな く, d u al p a th w a y を示

し て い た症例1 5 で は △ A V F R P は f a s t p a th w ムy ,

Sl o w p a th w a y と も に 増大 した ( 図 3) ｡ M V F R は対

照群 3 例 と W P W l 例で は不変で あ っ た が他の 例 で

は減少 した｡

W P W 群 にお け る副伝導路の F R P は2 例で検討 し

た が p r o p r a n ol ol 注後の 変化 はみ られ なか っ た ｡

4 .
P S V T に 対す るp r o p r a n ol ol の 効果

前述の如くP S V T 群の 3 例 , W P W 群の 5 例全例

で P S V T を誘発で き e c h o z o n e を決定で き た｡

P r o p r
･

a n Ol o l 注後 P S V T 群1 例 , W P W 群 1 例で

P S V T は誘発で き なく な り e c h o z o n e は消失 したが,

他の例で は e c b o z oIl e は遅れ は した も の の む しろ

e c h o z o n e の 幅 は増大 した (図 6) ｡ P S V T 誘発の 前

提と な る A H 時間の延長は p r o p r a n ol ol 注後さ ら に

増大した (表2 , 図7 ) ｡ 持続性の P S V T 中の 心 房頻

警
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図 7 P S V T とそ の お こ り方に 対する P r O P r a n O l ol の 影響
b e f o r e 投与前

,
a ft e r 投与後

瓦訂 P S V T 中の 心房 周期

度 は P S V T 群で平均毎分158 か ら14 2 へ , W P W 群で

17 2 か ら1 59 へ と減少 した｡

ⅠⅠⅠ 考 察

P S V T に は心 房に 異所性中枢 をも つ も の と r e e n tr y

に よ る も の と が 知 ら れ て い る
1 ト 8 ) 1 4 )

｡

r e e n t r y の

典型例 は W P W 症 候群に お ける正 常伝導路と副伝

導路と を旋回 す る場 合である｡ 副伝 導路に よ らな い 場

合 は r e e n t r y の部位と して 房室結節, 洞 結節さら に は

心房内の 3 つ が あ りう ると され て い る
｡

電気生理 学的な r e e n t r y の 条件と は, P S V T が 心

房 早 期刺激 に よ り誘発で き か つ 停 止 でき る こと で あ り,

さら に は これ が 房室結節性 r e e n t r y で あるた め に は

P S V T 出現 に A H 時間の 十分 な延長が前捷と なる こ

と
,
P 波が逆行性で ある こ と を必 要とす る

4 )
｡ 洞結節

性 r e e n t r y で は P S V T の 出現 に A H 時間の 延長が

必 要で はな く P 波は洞性で あり, 心房内 r e e n t r y で は

A H 時間の 延長 はな くP 波は変形 す る
7 )8 )

｡
W P W 症

候群に おい て は e c b o z o n e が正 常伝導路と副伝導路

の 有効不応期 の 重 な らな い 部分に あり, か つ P 波が逆

行性で あれ ば副伝導路 を介す る r e e n t r y で あ ると い う

こと が でき る
｡ 著者らの 今回 の 検討で はP 波形な い し

は心 房の 興 奮伝導様式 を確認でき て い な い が , こ れ ら

の 判定基準に した が っ て P S V T 群中発 作を誘発でき
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た 3 例の う ち2 例が 房室結節性 r e e n tr y で あ り , 1

例が洞 結節性 r e e n t r y で あ ると 判定し た｡ さ ら に

W P W 群の 5 例中2 例も同様 に し て副伝導路性 と判定

した｡ 残り 3 例 は検査中に W P W 型心 電図を示 して

い な か っ たが P S V T 中の 逆行伝導時間が短か か っ た

の で 副伝導路を逆行す る型 の r e e n tr y と考 えた｡ こ の

場合心房早期刺激 に よ る正常房室伝導時間の 延長 が み

られ て はL: め て P S V T が生 じた の は副伝導路 に C O n
･

c e al e d c o n d u c ti o n が あり
,
心房早期刺激が副伝導路

の 有効不応期 に 入 っ て C O n C e al e d c o n d u c ti o n が 消失

し, 逆行伝導が可能と な っ た も の と考 えた もの で あ る｡

副伝導路の C O n C e ale d c o n d u c ti o n は立 証さ れ てお ら

ず
,
こ れ ら の 症例は副伝導路を介 し ない r e e n t r y で あ

っ た の か も しれ な い ｡ 今回 こ れ ら の症例 を P S V T 群

とあ わせ て, その 洞房 ･ 房重機能 を検討 した の は こ の

可能性 を考えた た めで ある｡ ち なみ に 著者ら は さ き に

P S V T 例 7 例 に つ い て発作の誘発停止 の 様式 のみ な ら

ず P S V T 中の 房宴伝導時間の変化, 心 房早期刺激に

対す る心房周期の変化 の 仕方も考慮 して分類 し,P S V T

の機序は単
一

の もの で はな い こ と
,
ま た W P W 症候

群 6 例に つ い て も副伝導路を介 し な い 磯 序に よ る例が

ぁ る こ と を示 した
3)

｡
W P W 症候群の P S V T に は副

伝導路が関与 しない 例 の あ る こ と は, す で に N a r ｡ 1 a
l

ミ
)

R o s e n
1 6)
に よ っ て も あき ら か に され て い る｡

P S V T が 洞結節内あるもーは房宴結節内で r e e n t r y

を生じる た めで あると す るな らば, こ れ らの 症例の洞

房 ･ 房宴機能 に は正 常例 と異 なる と こ ろが なt ゝで あろ

う か｡ 洞自動性 に 関して著者 らが 用 い た オ
ー バ ー ドラ

イ ブ試験 は M a n d el ら
川
に よ り 臨床例 につ い て は じめ

て試み られ , 洞房伝導時間の測定 は S t r a u s s ら
12 )
が 試

み て , い ずれ もSi c k si n u s s y n d r o m e で機能低下を み

る こ と が知ら れ てい る もの である が ,
これ に つ い て は

洞結節内での r e e n tr y と思わ れ る症例13 を含 めて

P S V T 群 , W P W 群の い ずれ も対照群 と の間に 差 は

み られ な か っ た ｡ 房室伝導系に つ い ても A V F R P , A H

時間
,
M 面 R に 関して み る限 りで は 3 群間で差 はな

か っ た ｡ しか し注目さ れ たの は P S V T 群 の 1 例 (症

例15) に d u a l p a th w a y が 示さ れた こ と で あ る｡ 特定

の条件下で房室伝導路 に興奮伝導･の縦解離 d u al p a t -

h w a y が 生 じう る こ と は M e n d e z と M o e
1 8 )
の 実験

的研究で よく知 られ て い る｡ この 節察は H off m a n
19 )

らお よび W it ら
2 0)
に よ り末棉P u r k in j e 線経 での 興 奮

伝導の遅れ をみ て い る 可能性 を指摘 され た もの の ,
そ

の後 R o s e n ら
2 1 】
は臨床例で d u al p a th w a y が A H

間すなわ ち房車結節内に あ る こ と を証明 した｡ D u al

p a th w a y が ある とき 心房早期刺激が f a st p a th w a y

の 不応期 に 入 る と興 奮は Sl o w p a th w a y を へ て 心 室に

い た り f a s t p a th w a y を通 っ て JL ､房 に 帰 っ て P S V T

を誘発 堆持す る と考 えら れ る｡ W u ら
6 )
は房宴結節性

P S V T 12 例中6 例に d u al p a th w a y を み , 他方 D e ･

n e s ら
5 )

は P S V T の 2 症例に d u al p a th w a y をみ

とめ て い る ｡ D u a l p a th w a y が P S V T の 必 要 か つ 十

分条件で あ ると い う に は著者 らの P S V T 群中1 例に

しか こ れ が認め ら れ なか っ た こ と か らし て も まだ 問題

が ある と い わ なけ れ ば なら な い ｡

ヒ トに お ける p r o p r a n ol o l の 電気生理学 的作問 とし

て は R o s e n ら
2 2 )
は A H 時間の 延長, M V F R の 減少

･ 2ニー1

は著者ら と 同様の 投与量 でを み , 最近 S e id e s り

洞周期の 平均 128 m s e c の 延長
,
肩宴伝導時問の1()

m s e c の 延長 , A V F R P の 2 9 m s e c の 延長 お よ び

M V F R の 減少を み て い る｡ こ れ ら は著者 らの み たそ

れ ぞれ 1 1 5
,
7
,
51 m s e c の 延長 お よ び M V F R の

1 0 例 中7 例で の減少と い う 成績と対応す るも の で ある｡

著者 らの 場合 A V F R P の 変化を 洞周期の 変化で補正

す る ため に 以 前に 作成し た対照例 に つ い て えら れ た洞

周期と A V F R P との 関係式 を用 い , こ の 式に よ る

A V F R P の 予測値 と実測値 との 差 を △ A V F R P とし

て 変化を み ると, その 延長 は31 m s e c と S e id e s ら

の 成績と ほ ぼ
一 致 し た

｡ 著者 らの p r o p r a n ol ol 投与の

一

つ の ね ら い は
, p r O p r年n Ol ol と い う 薬物 を負荷す る

こ とに よ り潜在 して い た 洞房 ･ 房室機能の 異常 を見出

しう るの で はな い か とい う こ と で あっ た ｡ し か しなが

ら
,
こ こ に述 べ た p r o p r a n o l ol に よ る諸変化は P S V T

群 , W P W 群お よ び対照群 で同様で あ り, とく に P S V T

群 で異な る こと はな く, ま た P r O p r a n Ol ol 投与後に 房

宴伝導路の d u al p a th w a y が新た に 証明され ると い う

こ と もな か っ た
｡
R e e n t r y が r e fl e c ti o n と い わ れる 型

の伝導路内で も限局 したせ まい 部分 の もの で あ るた め

か
, また は今回著者ら が試み た洞房 ･

房 室機能評価法

の限界で あ る た めか と考 え られ る｡

副伝導路に 対 す るP r O P r a n Ol ol の影響と して はR o s e n

ら
2 2)
は副伝導路の 有効不応期は 2 例とも 不 変で あり,

M V F R も不変で あ っ た と報告 し, 著者ら も 2 例で同

様の 所見 を えた｡ P r o p r a n o l ol が正 常伝導路に は抑制

的 に働 く が副伝導終 に は作用 しな い こ と は房 室伝導が

副伝導路 を へ る よ う な心房 紙数例に対 して は p r o p r a
･

n ol ol で は徐脈効果を期待で き な い こ と を意味 し, 臨

床上 重要な知見である｡

最後に P S V T に対す る p r o p r a n ol ol の作用 に つ い

て W u ら
6 1

は1 2 例の P S V T に p r o p r a n Ol ol 投与を

行い e C b o z o n e 消失 2 例, 減少1 例, 不変5イ軋 増

加2 例, 新た に 出現2 例 と い う成績を えて い る｡ 著者

‥

..･･

.
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らの 場合 は P S V T の 3 例中 1 例 , W P W の 5 例中1

例で e c h o z o n e が 消失し たが , そ の 他の 例で は e c h o

Z O n e が遅 れ は した も の の 不変な い し幅の 増加 をみ た｡

e c b o z o n e の 遅 れ は房室伝導系の 不 応期 の 延 長に よ る

と考 えられ る
｡
理 論的に い っ てP r O p r a D Ol ol の 房室伝導

･ 抑制作用 は肩章伝導性 r e e n tr y をお こ りにくくも , お こり易く

もするもの で あり上述の 成績はp r o p r a r1 0 lo l の 作用 がPSV T

の e C h o z o n e 縮少に ある こ と に はよ ら な い こ と を示

し て い る ｡ W u ら
6 )
は p r o p r a n o lo l 投与後に P S V T

中の 心 房頻度 は減少し, 持続が 短 か く自然 に 回復 し易

く な っ た と し
,
著 者 ら も同 様の 傾向を み た

｡
現 実に

は p r o p r a n ol o l は P S V T の 治療 お よ び 予防の た め に

広く 開 い られ , 効果が あ ると い わ れ て い る
4 )9 ) 佃 -

こ に 述 べ た著者ら の 成績か ら は p r o p r a n ol ol の P S V T

の 予防効果は PS V T が誘発され に く く する の では な

く て, お そ らく は P S V T の ひき が ねと な る心 房性期

外収縮 を予防す る ため で あり, 治療作用 は正常房室伝

導を抑制し心 房頻度 を低 め, ある い は こ れ に よ っ て迷

走神経効果が働 き易 く する た めで あ る と考え られ る｡

Ⅳ 結 語

P S V T の 機序
,
P S V T 例に お ける 電気生理学的特

異性, これ に 対す る p r o p r a n ol ol の 効果を み る目的で

P S V T 5 例 , W P W 5 例, 対照11 例 に つ い て 心房 ･

H i s 東 電 位 を記録 しなが ら心房刺激試験 を試み た｡ 検

討の 対象と したの は洞自動性と して心房の オ ー バ ー

ドライ

ブ後の S R T , S A C T , 房室機能と して A H 時間, A V F R P

M V F R であ る
｡
え られ た成績は以 下の 如 く であ っ た｡

1 . P S V T 群 で は 3 例で P S V T を誘発 で き, 2 例

は房室結節内の , 1 例は 洞結節内の r e e n t r y を機序 と

す る もの で あ ると考 えら れた｡

W P W 群で は 5 例全例に P S V T を誘発 で き 2 例 は

正常伝導路 を下行 し, 副伝導路 を逆行する r e e n tr y で

あ り
,
他の 3 例もお そ らく 副伝導路 を介す る r e e n tr y

に よる と考 えら れた
｡

2 ･ 洞房 ･ 房室機能 は P SV T 群の 1 例 で d u al

p a th w a y が み られ た ほか 3 群間で差 をみ なか っ た
｡

3 .
P r o p r a n ol ol は洞周期 を延長さ せ た が その 他 に

は影響なく , まL た こ れ らの 変化は 3 群間で差 はな か っ

た
｡
W P W 群に お ける 副伝導路 は p r o p r a n ol o l に よ り

影 響され な か っ た
｡

4 . P r o p r a n ol ol 投与後 に P S V T の e c h o
､
z o n e

は P S V T 群の 3 例申1 例, W P W 群の 1 例 で 消失し

た が
,
その 他の例 で は不変また は増大 した

｡
P r o p r a n ol o l

投与後 は P S V T 中の 心 房頻度は減少 した
｡

これ ら の 成績か ら次の よ う に 結論 した｡ 第 一 にP S V T

に は 洞房 ･

房室結節性 r e e n t r y を機序とす る も の が あ

る に か か わ ら ず
,
その 洞房 ･ 房室機能は正 常対照群と

異 なら ず, ま た p r o p r a n ol o l に 対す る反 応に も特異性

は な い
｡
た だ しこ れ は検討した 範囲内の こ とで あ り,

異常 を検出す る方法に 問題が あ るの か も しれ な い ｡

第二 に p r o p r a n ol ol は洞自動性お よ び房室伝導路 を

抑制する が副伝導終 に は影響せ ず ,ま た P S V T の e c h o

Z O n e をか な らず しも 消失さ せな い ｡ したが っ て p r o -

p r a n ol o l の 治療効果に は その 洞房 ･ 房室伝導系の 抑制

作用 が関与す ると し ても予 防効果 は直接的な もの で は

なく , お そ ら く P S V T の ひ きが ねと なる心 房性期外

収縮の 発生 を抑制する こ と に よ ると推測され る｡

構を終る に あたり ご校閲を賜 わ っ た服部倍教授に対し衷心 より深

謝の意を表します
｡
さらに

,
ご指導と ご校閲を賜 わっ た杉本恒明助

教授, な らびに 終始ご協力とご援助を戦 い た第一
･

内科循環器班 の 諸

先生に 深く感謝致 します ｡
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A b s t r a ct

T hi s s t u d y a tt e m p t ed t o d e 触 e th e ele ct r o p h y si o l o g i c p r o p e r ti e s o f t h e h e a rt i n
p atie n t s w i th p a r o x y s m al s u p r a v e n t ri c u la r t a c h y c a r d i a (P S V T ) a n d t h e eff e ct s of
p r o p r a n o l o l o n t h e S A a n d A V c o n d u c ti o n s y s t e m s ･ F i v e p a ti e n t s w i t h P S V T (P S V T

g r o u p ) ･ 5 p a ti e n ts w ith W P W s y n d r o m e w it h P S V T ( W P W g r o u p ) a n d l l c o n t r o I s u bj e ct s
( C O n t r O l g r o u p) w e r e st u d i e d b ef o r e a n d aft e r O ･ 1 m g / k g i n t r a v e n o u s p r o p r a n o l ol
ad rn i n i st r a ti o n ･ M a x i m u m a t ri al p a u s e aft e r th e at ri al o v e r d ri v e

,
S A c o n d u c ti o n ti m e

,

f u n c ti o n al r ef r a c t o r y p e･ri o d (F R P) o f t h e A V n o d e a n d e c h o z o n e f o r i n d u ci n g P S V T
W e r e d et e r m i n e d b y m e a n s of = is b u n dl e el e ct r o g r a m r e c o r d i n g a n d a t ri al s ti m u la ti o n
t e c h n i q u e ･ S A c o n d u cti o n ti m e w a s e sti m at e d a c c o r di n g t o S t r a u s s et al (197 3) .
P S V T w a s i n d u c e d i n 3 0f 5 P S V T g r o u p p a ti e n t s b y a t ri al s ti m u l a ti o n . T h e

T n eG h a ni s m of P S V T w a s c o n sid e r e d S A n o d al r e - e n t r y i n o n e p ati e n t a n d A V n o d al
r e -

e n t r y i n t w o p ati e n t s ▼ T h e m e c h a ni s m o f P S V T i n d u c e d i n al1 5 W P W g r o u p p ati e n t s
W a S C O n Sid e r e d r e ･ e n t r y t h r o u g h t h e n o r m al a n d a n o m al o u s A V p at h w a y s . D u al A V
n o d al p ath w a y w a s d e m o n s t r a t e d i n o n e P S V T p ati e n t . w hile t h e r e w e r e n o diff e r e n c es
i n t h e S A a n d A V n o d al f u n c ti o n s a m o n g t h e 3 g r o u p s .

S i n u s r at e w a s d e c r e a s ed i n all s u bj e c t s aft e r p r o p r a n o l o l ･ M a xi m u m a t ri al p a u s e
aft e r o v e r d ri vi n g a n d S A c o n d u c ti o n ti m e w e r e sli g h tly p r o l o n g e d ･ T h e at ri al p a ci n g
r at e p r o d u ci n g f ail u r e o f A V c o n d u cti o n w a s d e c r e a s e d . F R P of th e A V n o d e w a s
i n c r e a s e d ･ T h e r e w e r e n o d iff e r e n c e s i n t h e s e eff e ct s a m o n g th e 3 g r o u p s . T h e e c h o
Z O n e S W e r e ab oli s h e d i n o n e P S V T p ati e n t a n d o n e W P W p ati e n t , a n d p r o l o n g e d w it h a
S hift t o th e at ri al di a s t ol e i n 2 P S V T p ati e n t s a n d 4 W P W p ati e n t s .
T h e s e 色n d i n g s s u g g e st t h at b e t a a d r e n e r g i c b l o c k a d e m u s t b e m o r e i m p o rt a n t th a n

d i r e c t m e c h a ni s m s i n t h e p r o p h y l a ct ic eff e c t of p r o p r a n o l o l o n P S V T .
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